[bookmark: _GoBack]令和８年度　配付花苗（夏苗）の概要
✿ ベゴニア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	赤、桃紅、白
	【草丈】
	１０～２０㌢

	【特性等】
	日当りや風通しがよく、水はけの良い場所を好む。

	【ポイント】
	プランター栽培向き。センチュウがつきやすいので、連作は避ける。肥料焼けしやすい。茎が伸びすぎて草姿がくずれた場合、株を3分の１位切り戻すと再び芽を伸ばす。


✿ サルビア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	青、赤
	【草丈】
	（青）４０～５０㌢　（赤）４５㌢

	【特性等】
	（青）日なたを好むが、暑さと乾燥を嫌う。有機質に富む湿り気の多い土を好む。
（赤）暑さに強く丈夫な品種。分枝性に優れている。ただし花が小さめなので、背が高く花も目立つ赤が欲しい場合ケイトウも検討を。

	【ポイント】
	摘心が必要。次々に花が咲き続けるので追肥が必要。咲き終わった花は摘み取り清潔にしておく。


✿ マリーゴールド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	黄、橙
	【草丈】
	２０～３０㌢

	【特性等】
	丈夫で育てやすい品種。水はけの良い日なたを好む。

	【ポイント】
	窒素を控えると花付きが良くなるが、肥料を好むサルビアとの組合せには注意が必要。センチュウに対し駆除効果がある。


✿ ジニア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	白、黄、八重桃
	【草丈】
	２０～２５㌢

	【特性等】
	日当りと風通し、水はけのよい場所を好む。

	【ポイント】
	花が大きく、耐病性と耐暑性に優れた品種。しっかりとした株にするために植え付け後すぐに摘心する。立ち枯れ病予防のため連作は避ける。八重桃は高温期に薄く、低温期に濃く発色する。


✿ インパチェンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	ミックス
	【草丈】
	３０～４０㌢

	【特性等】
	半日陰～明るい日陰を好む。

	【ポイント】
	インパチェンスの大敵であるべと病に高い抵抗性を持つ品種、仮に感染しても枯れることなく生育する。多肥を好むので肥料切れに注意。赤系６色、白1色、合計７色の苗を混合して配布するので、花壇の配色を細かくにコントロールしたい場合には不向き。


✿ アゲラタム（かっこうあざみ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	青紫
	【草丈】
	１５㌢

	【特性等】
	日なた～半日陰の水はけのよい場所を好む。やや暑さに弱い。

	【ポイント】
	花期が長いので追肥が必要。窒素が多いと花つきが悪い。終わった花をこまめに取り除くのも大切。夏の終わりに３分の１位切り戻すと秋に花がよく咲く。


✿ ケイトウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	【花色】
	緋赤
	【草丈】
	５０～８０㌢

	【特性等】
	日当りと水はけの良い場所を好む。

	【ポイント】
	立ち枯れ病がでやすいので連作は避ける。移植に弱い。



